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体育科 教科等経営案 
１．学校教育目標 

 「９年間の小中一貫教育を通して、優しさと確かな学力を身につけ、未来に向かってたくましく生き抜く梼原人の育成」 
２．教科の目標 

１～６年：心と体を一体としてとらえ，適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる

とともに健康の保持増進と体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる。 

７～９年：心と体を一体としてとらえ，運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育て

るとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営む態度を育てる。 

３．重点指導項目 

   １～６年：体力向上が課題なので、体つくり、走・跳などバランスよく向上を図れることに重点を置いている。 

   ７～９年：体力の向上を図るとともに、基礎的な技術を習得して運動が楽しいと感じられる活動にする。 

４．学年別指導内容 
 

１・２年 
 

１ 目標 

(1) 簡単なき

まりや動を工

夫して各種の

運動を楽しく

できるように

するとともに，

その基本的な

動きを身に付

け，体力を養

う。 

 

(2) だれとで

も仲よくし，健

康・安全に留意

して意欲的に

運動をする態

度を育てる。 

 

Ａ 体つくり

運動 

(1) 次の運動

を行い，体を

動かす楽しさ

や心地よさを

味わうととも

に，体の基本

的な動きがで

きるようにす

る。 

ア体ほぐしの

運動では，心

と体の変化に

気付いたり，

体の調子を整

えたり，みん

なでかかわり

合ったりする

ための手軽な

運動や律動的

な運動をする

こと。 

 

Ｂ 器械・器具を

使っての運動遊

び 

(1) 次の運動を

楽しく行い，そ

の動きができる

ようにする。 

ア固定施設を使

った運動遊びで

は，登り下りや

懸垂移行，渡り

歩きや跳び下り

をすること。 

イマットを使っ

た運動遊びで

は，いろいろな

方向への転が

り，手で支えて

の体の保持や回

転をすること。 

ウ鉄棒を使った

運動遊びでは，

支持しての上が

 

Ｃ 走・跳の運動

遊び 

(1) 次の運動を

楽しく行い，そ

の動きができる

ようにする。 

ア走の運動遊び

では，いろいろ

な方向に走った

り，低い障害物

を走り越えたり

すること。 

イ跳の運動遊び

では，前方や上

方に跳んだり，

連続して跳んだ

りすること 

 

(2) 運動に進ん

で取り組み，き

まりを守り仲よ

く運動をした

り，勝敗を受け

 

Ｄ 水遊び 

(1) 次の運動を

楽しく行い，その

動きができるよ

うにする。 

ア水に慣れる遊

びでは，水につか

ったり移動した

りすること。 

イ浮く・もぐる遊

びでは，水に浮い

たりもぐったり，

水中で息を吐い

たりすること 

 

(2) 運動に進ん

で取り組み，仲よ

く運動をしたり，

水遊びの心得を

守って安全に気

を付けたりする

ことができるよ

うにする。 

 

Ｅ ゲーム 

(1) 次の運動を楽しく

行い，その動きができる

ようにする。 

アボールゲームでは，簡

単なボール操作やボー

ルを持たないときの動

きによって，的に当てる

ゲームや攻めと守りの

あるゲームをすること。 

イ鬼遊びでは，一定の区

域で，逃げる，追いかけ

る，陣地を取り合うなど

をすること。 

 

(2) 運動に進んで取り

組み，きまりを守り仲よ

く運動をしたり，勝敗を

受け入れたり，場の安全

に気を付けたりするこ

とができるようにする。 

 

(3) 簡単な規則を工夫

 

Ｆ 表現リズム遊

び 

(1) 次の運動を楽

しく行い，題材に

なりきったりリズ

ムに乗ったりして

踊ることができる

ようにする。 

ア表現遊びでは，

身近な題材の特徴

をとらえ全身で踊

ること。 

イリズム遊びで

は，軽快なリズム

に乗って踊るこ

と。 

 

(2) 運動に進んで

取り組み，だれと

でも仲よく踊った

り，場の安全に気

を付けたりするこ

とができるように
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イ多様な動き

をつくる運動

遊びでは，体

のバランスを

とったり移動

をしたりする

とともに，用

具の操作など

をすること。 

(2) 運動に進

んで取り組

み，きまりを

守り仲よく運

動をしたり，

場の安全に気

を付けたりす

ることができ

るようにす

る。 

(3) 体つくり

のための簡単

な運動の行い

方を工夫でき

る よ う に す

る。 

り下り，ぶら下

がりや易しい回

転をすること。 

エ跳び箱を使っ

た運動遊びで

は，跳び乗りや

跳び下り，手を

着いてのまたぎ

乗りや跳び乗り

をすること。 

 

(2) 運動に進ん

で取り組み，き

まりを守り仲よ

く運動をした

り，場の安全に

気を付けたりす

ることができる

ようにする。 

 

(3) 器械・器具

を用いた簡単な

遊び方を工夫で

き る よ う に す

る。 

入れたり，場の

安全に気を付け

たりすることが

できるようにす

る。 

 

(3) 走ったり跳

んだりする簡単

な遊び方を工夫

できるようにす

る。 

 

(3) 水中での簡

単な遊び方を工

夫できるように

する。 

したり，攻め方を決めた

りすることができるよ

うにする。 

する。 

 

(3) 簡単な踊り方

を工夫できるよう

にする。 

 

３・４年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目標 

(1) 活動を工

夫して各種の

運動を楽しく

できるように

するとともに，

その基本的な

動きや技能を

身に付け，体力

を養う。 

 

 

Ａ 体つくり

運動 

(1) 次の運動

を行い，体を

動かす楽しさ

や心地よさを

味わうととも

に，体の基本

的な動きがで

きるようにす

る。 

 

Ｂ 器械運動 

(1) 次の運動の

楽しさや喜びに

触れ，その技が

できるようにす

る。 

アマット運動で

は，基本的な回

転技や倒立技を

すること。 

イ鉄棒運動で

 

Ｃ 走・跳の運動 

(1) 次の運動を

楽しく行い，そ

の動きができる

ようにする。 

アかけっこ・リ

レーでは，調子

よく走ること。 

イ小型ハードル

走では，小型ハ

ードルを調子よ

 

Ｄ 浮く・泳ぐ運

動 

(1) 次の運動を

楽しく行い，その

動きができるよ

うにする。 

ア浮く運動では，

いろいろな浮き

方やけ伸びをす

ること。 

イ泳ぐ運動では，

 

Ｅ ゲーム 

(1) 次の運動を楽しく

行い，その動きができる

ようにする。 

アゴール型ゲームでは，

基本的なボール操作や

ボールを持たないとき

の動きによって，易しい

ゲームをすること。 

イネット型ゲームでは，

ラリーを続けたり，ボー

 

Ｆ 表現運動 

(1) 次の運動の楽

しさや喜びに触

れ，表したい感じ

を表現したりリズ

ムの特徴をとらえ

たりして踊ること

ができるようにす

る。 

ア表現では，身近

な生活などの題材

 

Ｇ 保健 

(1) 健康の大切さを

認識するとともに，

健康によい生活につ

いて理解できるよう

にする。 

ア心や体の調子がよ

いなどの健康の状態

は，主体の要因や周

囲の環境の要因がか

かわっていること。 
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(2) 協力，公正

などの態度を

育てるととも

に，健康・安全

に留意し，最後

まで努力して

運動をする態

度を育てる。 

 

(3) 健康な生

活及び体の発

育・発達につい

て理解できる

ようにし，身近

な生活におい

て健康で安全

な生活を営む

資質や能力を

育てる。 

 

 

 

 

 

ア体ほぐしの

運動では，心

と体の変化に

気付いたり，

体の調子を整

えたり，みん

なでかかわり

合ったりする

ための手軽な

運動や律動的

な運動をする

こと。 

イ多様な動き

をつくる運動

では，体のバ

ランスや移

動，用具の操

作などととも

に，それらを

組み合わせる

こと。 

(2) 運動に進

んで取り組

み，きまりを

守り仲よく運

動をしたり，

場や用具の安

全に気を付け

たりすること

ができるよう

にする。 

(3) 体つくり

のための運動

の行い方を工

夫できるよう

にする。 

は，基本的な上

がり技や支持回

転技，下り技を

すること。 

ウ跳び箱運動で

は，基本的な支

持跳び越し技を

すること。 

 

(2) 運動に進ん

で取り組み，き

まりを守り仲よ

く運動をした

り，場や器械・

器具の安全に気

を付けたりする

ことができるよ

うにする。 

 

(3) 自己の能力

に適した課題を

もち，技ができ

るようにするた

めの活動を工夫

できるようにす

る。 

 

 

 

 

く走り越えるこ

と。 

ウ幅跳びでは，

短い助走から踏

み切って跳ぶこ

と 

エ高跳びでは，

短い助走から踏

み切って跳ぶこ

と 

 

(2) 運動に進ん

で取り組み，き

まりを守り仲よ

く運動をした

り，勝敗を受 

け入れたり，場

や用具の安全に

気を付けたりす

ることができる

ようにする 

 

(3) 自己の能力

に適した課題を

もち，動きを身

に付けるための

活動や競争 

の仕方を工夫で

きるようにす

る。 

補助具を使って

のキックやスト

ローク，呼吸をし

ながらの初歩的

な泳ぎをするこ

と。 

 

(2) 運動に進ん

で取り組み，仲よ

く運動をしたり，

浮く・泳ぐ運動の

心得を守って安

全に気を付けた

りすることがで

きるようにする 

 

(3) 自己の能力

に適した課題を

もち，動きを身に

付けるための活

動を工夫できる

ようにする。 

 

 

 

 

ルをつないだりして易

しいゲームをすること 

ウベースボール型ゲー

ムでは，蹴る，打つ，捕

る，投げるなどの動きに

よって，易しいゲームを

すること。 

 

(2) 運動に進んで取り

組み，規則を守り仲よく

運動をしたり，勝敗を受

け入れたり，場や用具の

安全に気を付けたりす

ることができるように

する。 

 

(3) 規則を工夫したり，

ゲームの型に応じた簡

単な作戦を立てたりす

ることができるように

する。 

 

 

 

 

 

からその主な特徴

をとらえ，対比す

る動きを組み合わ

せたり繰り返した

りして踊ること。 

イリズムダンスで

は，軽快なリズム

に乗って全身で踊

ること。 

 

(2) 運動に進んで

取り組み，だれと

でも仲よく練習や

発表をしたり，場

の安全に気を付け

たりすることがで

きるようにする。 

 

(3) 自己の能力に

適した課題を見付

け，練習や発表の

仕方を工夫できる

ようにする。 

 

 

イ毎日を健康に過ご

すには，食事，運動，

休養及び睡眠の調和

のとれた生活を続け

ること，また，体の

清潔を保つことなど

が必要であること。 

ウ毎日を健康に過ご

すには，明るさの調

節，換気などの生活

環境を整えることな

どが必要であるこ

と。 

(2) 体の発育・発達

について理解できる

ようにする。 

ア体は，年齢に伴っ

て変化すること。ま

た，体の発育・発達

には，個人差がある

こと。 

イ体は，思春期にな

ると次第に大人の体

に近づき，体つきが

変わったり，初経，

精通などが起こった

りすること。また，

異性への関心が芽生

えること。 

ウ体をよりよく発

育・発達させるには，

調和のとれた食事，

適切な運動，休養及

び睡眠が必要である

こと。 
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５・６年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目標 

(1) 活動を工

夫して各種の

運動の楽しさ

や喜びを味わ

うことができ

るようにする

とともに，その

特性に応じた

基本的な技能

を身に付け，体

力を高める。 

(2) 協力，公正

などの態度を

育てるととも

に，健康・安全

に留意し，自己

の最善を尽く

して運動をす

る態度を育て

る。 

(3) 心の健康，

けがの防止及

び病気の予防

について理解

できるように

し，健康で安全

な生活を営む

資質や能力を

育てる。 

 

 

Ａ 体つくり

運動 

(1) 次の運動

を行い，体を

動かす楽しさ

や心地よさを

味わうととも

に，体力を高

めることがで

きるようにす

る。 

ア体ほぐしの

運動では，心

と体の関係に

気付いたり，

体の調子を整

えたり，仲間

と交流したり

するための手

軽な運動や律

動的な運動を

すること。 

イ体力を高め

る運動では，

ねらいに応じ

て，体の柔ら

かさ及び巧み

な動きを高め

るための運

動，力強い動

き及び動きを

持続する能力

を高めるため

の運動をする

こと。 

 

 

Ｂ 器械運動 

(1) 次の運動の

楽しさや喜びに

触れ，その技が

できるようにす

る。 

アマット運動で

は，基本的な回

転技や倒立技を

安定して行うと

ともに， 

その発展技を行

ったり，それら

を繰り返したり

組み合わせたり

すること。 

イ鉄棒運動で

は，基本的な上

がり技や支持回

転技，下り技を

安定して 

行うとともに，

その発展技を行

ったり，それら

を繰り返したり

組み合わせたり

すること。 

ウ跳び箱運動で

は，基本的な支

持跳び越し技を

安定して行うと

ともに，その発

展技を行うこ

と。 

 

(2) 運動に進ん

 

Ｃ 陸上運動 

(1) 次の運動の

楽しさや喜びに

触れ，その技能

を身に付けるこ

とができる 

ようにする。 

ア短距離走・リ

レーでは，一定

の距離を全力で

走ること。 

イハードル走で

は，ハードルを

リズミカルに走

り越えること。 

ウ走り幅跳びで

は，リズミカル

な助走から踏み

切って跳ぶこ

と。 

エ走り高跳びで

は，リズミカル

な助走から踏み

切って跳ぶこ

と。 

 

(2) 運動に進ん

で取り組み，約

束を守り助け合

って運動をした

り，場や用 

具の安全に気を

配ったりするこ

とができるよう

にする。 

 

 

Ｄ 水泳 

(1) 次の運動の

楽しさや喜びに

触れ，その技能を

身に付けること

ができる 

ようにする。 

アクロールでは，

続けて長く泳ぐ

こと。 

イ平泳ぎでは，続

けて長く泳ぐこ

と。 

 

(2) 運動に進ん

で取り組み，助け

合って水泳をし

たり，水泳の心得

を守って安全に

気を配ったりす

ることができる

ようにする。 

 

(3) 自己の能力

に適した課題の

解決の仕方や記

録への挑戦の仕

方を工夫で 

きるようにする。 

Ｅ ボール運動 

 

 

Ｅ ボール運動 

(1) 次の運動の楽しさ

や喜びに触れ，その技能

を身に付けることがで

きるようにする。 

アゴール型では，簡易化

されたゲームで，ボール

操作やボールを受ける

ための動きによって，攻

防をすること。 

イネット型では，簡易化

されたゲームで，チーム

の連係による攻撃や守

備によって，攻防をする

こと。 

ウベースボール型では，

簡易化されたゲームで，

ボールを打ち返す攻撃

や隊形をとった守備に

よって，攻防をするこ

と。 

 

(2) 運動に進んで取り

組み，ルールを守り助け

合って運動をしたり，場

や用具の安全に気を配

ったりすることができ

るようにする。 

 

(3) ルールを工夫した

り，自分のチームの特徴

に応じた作戦を立てた

りすることができるよ

うにする。 

 

 

 

Ｆ 表現運動 

(1) 次の運動の楽

しさや喜びに触

れ，表したい感じ

を表現したり踊り

の特徴をとらえた

りして踊ることが

できるようにす

る。 

ア表現では，いろ

いろな題材から表

したいイメージを

とらえ，即興的な

表現や簡単なひと

まとまりの表現で

踊ること。 

イフォークダンス

では，踊り方の特

徴をとらえ，音楽

に合わせて簡単な

ステップや動きで

踊ること。 

 

(2) 運動に進んで

取り組み，互いの

よさを認め合い助

け合って練習や発

表をしたり，場の

安全に気を配った

りすることができ

るようにする。 

 

(3) 自分やグルー

プの課題の解決に

向けて，練習や発

表の仕方を工夫で

 

Ｇ 保健 

(1) 心の発達及び不

安，悩みへの対処に

ついて理解できるよ

うにする。 

ア心は，いろいろな

生活経験を通して，

年齢に伴って発達す

ること。 

イ心と体は，相互に

影響し合うこと。 

ウ不安や悩みへの対

処には，大人や友達

に相談する，仲間と

遊ぶ，運 

動をするなどいろい

ろな方法があるこ

と。 

 

(2) けがの防止につ

いて理解するととも

に，けがなどの簡単

な手当ができるよう

にする。 

ア交通事故や身の回

りの生活の危険が原

因となって起こるけ

がの防止には，周囲

の危険に気付くこ

と，的確な判断の下

に安全に行動するこ

と，環境を安全に整

えることが必要であ

ること。 

イけがの簡単な手当

は，速やかに行う必
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(2) 運動に進

んで取り組

み，助け合っ

て運動をした

り，場や用具

の安全に気を

配ったりする

ことができる

ようにする。 

 

(3) 自己の体

の状態や体力

に応じて，運

動の行い方を

工夫できるよ

うにする。 

で取り組み，約

束を守り助け合

って運動をした

り，場や器械・

器具の安全に気

を配ったりする

ことができるよ

うにする。 

 

(3) 自己の能力

に適した課題の

解決の仕方や技

の組み合わせ方

を工夫できるよ

うにする。 

(3) 自己の能力

に適した課題の

解決の仕方，競

争や記録への挑

戦の仕方を 

工夫できるよう

にする。 

 

 きるようにする。 

 

 

要があること。 

 

(3) 病気の予防につ

いて理解できるよう

にする。 

ア病気は，病原体，

体の抵抗力，生活行

動，環境がかかわり

合って起 

こること。 

イ病原体が主な要因

となって起こる病気

の予防には，病原体

が体に入 

るのを防ぐことや病

原体に対する体の抵

抗力を高めることが

必要であること。 

ウ生活習慣病など生

活行動が主な要因と

なって起こる病気の

予防に 

は，栄養の偏りのな

い食事をとること，

口腔の衛生を保つこ

となど， 

くう望ましい生活習

慣を身に付ける必要

があること。 

エ喫煙，飲酒，薬物

乱用などの行為は，

健康を損なう原因と

なること。 

オ地域では，保健に

かかわる様々な活動

が行われているこ

と。 
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７・８年 
 

１ 目標 

(1)運動の合理

的な実践を通

して，運動の楽

しさや喜びを

味わい、運動を

豊かに実践す

ることができ

るようにする

ため、運動、体

力の必要性に

ついて理解す

るとともに、基

本的な技能を

身に付けるよ

うにする。 

(2) 運動につ

いての事故課

題を発見し、合

理的な解決に

向けて思考し

判断するとと

もに、自己や仲

間の考えたこ

とを他者に伝

える力を養う。 

(3) 運動にお

ける競争や協

同の経験を通

して，公正に取

り組む，互いに

協力する，自己

の役割を果た

す、一人一人の

違いを認めよ

うとするなど

 

Ａ 体つくり

運動 

(1) 次の運動

を通して，体

を動かす楽し

さや心地よさ

を味わい，体

つくり運動の

意義と行い

方、体の動き

を高める方法

などを理解

し、目的に適

した運動を身

に付け、組み

合わせるこ

と。 

ア体ほぐしの

運動では，手

軽な運動を行

い、心と体の

関係や心身の

状態に気付

き、仲間と積

極的に関わり

合うこと。 

イ体の動きを

高める運動で

は、ねらいに

応じて、体の

柔らかさ、巧

みな動き、力

強い動き、動

きを持続する

能力を高める

ための運動を

 

Ｂ 器械運動 

(1) 次の運動に

ついて，技がで

きる楽しさや喜

びを味わい，器

械運動の特性や

成り立ち、技の

名称や行い方、

その運動に関連

して高まる体力

などを理解する

とともに、技を

よりよく行うこ

と。 

ア マット運動

では回転系や巧

技系の基本的な

技を滑らかに行

うこと、条件を

変えた技や発展

技を行うこと及

びそれらを組み

合わせること。 

イ鉄棒運動で

は，支持系や懸

垂系の基本的な

技を滑らかに行

うこと，条件を

変えた技や発展

技を行うこと及

びそれらを組み

合わせること。 

ウ平均台運動で

は，体操系やバ

ランス系の基本

的な技を滑らか

 

Ｃ 陸上競技 

(1) 次の運動に

ついて，記録の

向上や競争の楽

しさや喜びを味

わい，陸上競技

の特性や成り立

ち、技術の名称

や行い方、その

運動に関連して

高まる体力など

を理解するとと

もに、基本的な

動きや効率のよ

い動きを身に付

けること。 

ア短距離走・リ

レーでは，滑ら

かな動きで速く

走ること，長距

離走では，ペー

スを守って走る

こと、ハードル

走では，リズミ

カルな走りから

滑らかにハード

ルを越すこと。 

イ走り幅跳びで

は，スピードに

乗った助走から

素早く踏み切っ

て跳ぶこと，走

り高跳びでは，

リズミカルな助

走から力強く踏

み切って大きな

 

Ｄ 水泳 

(1) 次の運動に

ついて，記録の向

上や競争の楽し

さや喜びを味わ

い，水泳の特性や

成り立ち、技術の

名称や行い方、そ

の運動に関連し

て高まる体力な

どを理解すると

ともに、泳法を身

に付けること。 

アクロールでは，

手と足の動き、呼

吸のバランスを

とり速く泳ぐこ

と。 

イ平泳ぎでは，手

と足の動き、呼吸

のバランスをと

り長く泳ぐこと。 

ウ背泳ぎでは，手

と足の動き、呼吸

のバランスをと

り泳ぐこと。 

エバタフライで

は，手と足の動

き、呼吸のバラン

スをとり泳ぐこ

と。 

(2)泳法などの自

己の課題を発見

し、合理的な解決

に向けて運動の

取り組み方を工

 

Ｅ 球技 

(1) 次の運動

について，勝敗

を競う楽しさ

や喜びを味わ

い，球技の特性

や成り立ち、技

術の名称や行

い方、その運動

に関連して高

まる体力など

を理解すると

ともに、基本的

な技能や仲間

と連携した動

きでゲームが

展開できるよ

うにすること。 

アゴール型で

は，ボール操作

と空間に走り

込むなどの動

きによってゴ

ール前での攻

防をすること。 

イネット型で

は，ボールや用

具の操作と定

位置に戻るな

どの動きによ

って空いた場

所をめぐる攻

防をすること。 

ウベースボー

ル型では，基本

的なバット操

 

Ｆ 武道 

(1) 次の運動

について，技が

できる楽しさ

や喜びを味わ

い、武道の特性

や成り立ち、伝

統的な考え方、

技の名称や行

い方、その運動

に関連して高

まる体力など

を理解すると

ともに、基本動

作 

や基本となる

技を用いて簡

易な攻防を展

開すること。 

ア柔道では，相

手の動きに応

じた基本動作

から，基本とな

る技を用いて，

投げたり抑え

たりするなど

の攻防をする

こと。 

イ剣道では，相

手の動きに応

じた基本動作

から，基本とな

る技を用いて，

打ったり受け

たりするなど

の攻防をする

 

Ｇ ダンス 

(1) 次の運動

について，感

じを込めて踊

ったりみんな

で踊ったりす

る楽しさや喜

びを味わい，

ダンスの特性

や由来、表現

の仕方、その

運動に関連し

て高まる体力

などを理解す

るとともに、

イメージをと

らえた表現や

踊りを通した

交流をするこ

と。 

ア創作ダンス

では，多様な

テーマから表

したいイメー

ジをとらえ，

動きに変化を

付けて即興的

に表現した

り，変化のあ

るひとまとま

りの表現にし

たりして踊る

こと。 

イフォークダ

ンスでは，踊

り方の特徴を

 

Ｈ 体育理論 

(1) 運動やスポ

ーツが多様であ

ることについて

理解できるよう

にする。 

ア運動やスポー

ツは，体を動かし

たり，健康を維持

したりするなど

の必要性や，競技

に応じた力を試

すなどの楽しさ

から生みだされ

発展してきたこ

と。 

イ運動やスポー

ツには，行うこ

と，見ること，支

えること及び知

ることなどの多

様な関わり方が

あること。 

ウ世代や機会に

応じて、生涯にわ

たって運動やス

ポーツを楽しむ

ためには、自己に

適した多様な楽

しみ方を見付け

たり、工夫したり

することが大切

である。 

イ 運動やスポ

ーツが多様であ

ることについて、
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の意欲を育て

るとともに、健

康・安全に留意

し、自己の最善

を尽くして運

動をする態度

を養う。 

 

行うととも

に、それらを

組み合わせる

こと。 

(2) 自己の課

題を発見し、

合理的な解決

に向けて運動

の取り組み方

を工夫すると

ともに、自己

や仲間の考え

たことを他者

に伝えるこ

と。 

(3) 体つくり

運動に積極的

に取り組むと

ともに、仲間

の学習を援助

しようとする

こと、一人一

人の違いに応

じた動きなど

を認めようと

すること、話

し合いに参加

しようとする

ことなどや、

健康・安全に

気を配るこ

と。 

に行うこと，条

件を変えた技，

発展技を行うこ

と及びそれらを

組み合わせるこ

と。 

エ跳び箱運動で

は，切り返し系

や回転系の基本

的な技を滑らか

に行うこと，条

件を変えた技や

発展技を行うこ

と。 

(2) 技などの自

己の課題を発見

し、合理的な解

決に向けて運動

の取り組み方を

工夫するととも

に、自己の考え

たことを他者に

伝えること。 

(3) 器械運動に

積極的に取り組

むとともに、よ

い演技を認めよ

うとすること、

仲間の学習を援

助しようとする

ことなどや、健

康・安全に気を

配ること。 

動作で跳ぶこ

と。 

(2)動きなどの

自己の課題を発

見し、合理的な

解決に向けて運

動の取り組み方

を工夫するとと

もに、自己の考

えたことを他者

に伝えること。 

(3) 陸上競技に

積極的に取り組

むとともに、勝

敗などを認め、

ルールやマナー

を守ろうとする

こと、分担した

役割を果たそう

とすること、一

人一人の違いに

応じた課題や挑

戦を認めようと

することなど

や、健康・安全

に気を配るこ

と。 

夫するとともに、

自己の考えたこ

とを他者に伝え

ること。 

(3) 水泳に積極

的に取り組むと

ともに，勝敗など

を認め，ルールや

マナーを守ろう

とすること，分担

した役割を果た

そうとすること、

一人一人の違い

に応じた課題や

挑戦を認めよう

とすることなど

や、水泳の事故防

止に関する心得

を遵守するなど

健康・安全に気を

配ること。 

 

作と走塁での

攻撃，ボール操

作と定位置で

の守備などに

よって攻防す

ること。 

(2)攻防などの

自己の課題を

発見し、合理的

な解決に向け

て運動の取り

組み方を工夫

するとともに、

自己や仲間の

考えたことを

他者に伝える

こと。 

(3) 球技に積

極的に取り組

むとともに，フ

ェアなプレイ

を守ろうとす

ること，作戦な

どについての

話し合いに参

加しようとす

ること、一人一

人の違いに応

じたプレイな

どを認めよう

とすること、仲

間の学習を援

助しようとす

ることなどや、

健康・安全に気

を配ること。 

こと。 

ウ相撲では，相

手の動きに応

じた基本動作

から，基本とな

る技を用いて，

押したり寄っ

たりするなど

の攻防をする

こと。 

(2)攻防などの

自己の課題を

発見し、合理的

な解決に向け

て運動の取り

組み方を工夫

するとともに、

自己の考えた

ことを他者に

伝えること。 

(3)武道に積極

的に取り組む

とともに，相手

を尊重し，伝統

的な行動の仕

方を守ろうと

すること，分担

した役割を果

たそうとする

こと、一人一人

の違いに応じ

た課題や挑戦

を認めようと

することなど

や、禁じ技を用

いないなど健

康・安全に気を

とらえ，音楽

に合わせて特

徴的なステッ

プや動きで踊

ること。 

ウ現代的なリ

ズムのダンス

では，リズム

の特徴をとら

え，変化のあ

る動きを組み

合わせて，リ

ズムに乗って

全身で踊るこ

と。 

（2）表現など

の自己の課題

を発見し、合

理的な解決に

向けて運動の

取り組み方を

工夫するとと

もに、自己の

考えたことを

他者に伝える

こと。 

(3) ダンスに

積極的に取り

組むととも

に，仲間を援

助しようとす

ること、交流

などの話し合

いに参加しよ

うとするこ

と、一人一人

の違いに応じ

自己の課題を発

見し、よりよい解

決に向けて思考

し判断するとと

もに、他者に伝え

ること。 

ウ 運動やスポ

ーツが多様であ

ることについて

の学習に積極的

に取り組むこと。 
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配ること。 た表現や役割

を認めようと

することなど

や、健康・安

全に気を配る

こと。 
 

９年 

 

１ 目標 

(1) 運動の合

理的な実践を

通して，運動の

楽しさや喜び

を味わい、生涯

にわたって運

動を豊かに実

践することが

できるように

するため、運

動、体力の必要

性について理

解するととも

に、基本的な技

能を身に付け

るようにする。 

 (2) 運動につ

いての自己や

仲間の課題を

発見し、合理的

な解決に向け

て思考し判断

するとともに、

自己や仲間の

考えたことを

他者に伝える

力を養う。 

(3) 運動にお

ける競争や協

働の経験を通

Ａ 体つくり

運動 

(1) 次の運動

を通して，体

を動かす楽し

さや心地よさ

を味わい，健

康の保持増進

や体力の向上

を目指し，目

的に適した運

動の計画を立

て取り組むこ

と。 

ア体ほぐしの

運動では，手

軽な運動を行

い、心と体は

互いに影響し

変化すること

や心身の状態

に気付き、仲

間と自主的に

関わり合うこ

と。 

ィ 実生活に

生かす運動の

計画では、ね

らいに応じ

て、健康の保

持増進や調和

Ｂ 器械運動 

(1) 次の運動に

ついて，技がで

きる楽しさや喜

びを味わい，技

の名称や行い

方、運動観察の

方法、体力の高

め方などを理解

するとともに、

自己に適した技

で演技するこ

と。 

アマット運動で

は，回転系や巧

技系の基本的な

技を滑らかに安

定して行うこ

と，条件を変え

た技や発展技を

行うこと及びそ

れらを構成し演

技すること。 

イ鉄棒運動で

は，支持系や懸

垂系の基本的な

技を滑らかに安

定して行うこ

と，条件を変え

た技や発展技を

行うこと及びそ

Ｃ 陸上競技 

(1) 次の運動に

ついて，記録の

向上や競争の楽

しさや喜びを味

わい，技術の名

称や行い方、体

力の高め方、運

動観察の方法な

どを理解すると

ともに、各種目

特有の技能を身

に付けること。 

ア短距離走・リ

レーでは，中間

走へのつなぎを

滑らかにして速

く走ることやバ

トンの受渡しで

次走者のスピー

ドを十分高める

こと、長距離走

では，自己に適

したペースを維

持して走るこ

と，ハードル走

では，スピード

を維持した走り

からハードルを

低く越すこと。 

イ走り幅跳びで

Ｄ 水泳 

(1) 次の運動に

ついて，記録の向

上や競争の楽し

さや喜びを味わ

い，技術の名称や

行い方、体力の高

め方、運動観察の

方法などを理解

するとともに、効

率的に泳ぐこと。 

アクロールでは，

手と足の動き、呼

吸のバランスを

保ち，安定したペ

ースで長く泳い

だり速く泳いだ

りすること。 

イ平泳ぎでは，手

と足の動き、呼吸

のバランスを保

ち，安定したペー

スで長く泳いだ

り速く泳いだり

すること。 

ウ背泳ぎでは，手

と足の動き、呼吸

のバランスを保

ち，安定したペー

スで泳ぐこと。 

エバタフライで

Ｅ 球技 

(1) 次の運動

について，勝敗

を競う楽しさ

や喜びを味わ

い，技術の名称

や行い方、体力

の高め方、運動

観察の方法な

どを理解する

とともに、作戦

に応じた技能

で仲間と連携

しゲームが展

開する。 

アゴール型で

は，安定したボ

ール操作と空

間を作りだす

などの動きに

よってゴール

前への侵入な

どから攻防を

すること。 

イネット型で

は，役割に応じ

たボール操作

や安定した用

具の操作と連

携した動きに

よって空いた

Ｆ 武道 

(1) 次の運動

について，技を

高め勝敗を競

い合う楽しさ

や喜びを味わ

い、伝統的な考

え方、技の名称

や見取り稽古

の仕方、体力の

高め方などを

理解するとと

もに、基本動作

や基本となる

技を用いて攻

防すること。 

ア柔道では，相

手の動きの変

化に応じた基

本動作から，基

本となる技，得

意技や連絡技

を用いて，相手

を崩して投げ

たり，抑えたり

するなどの攻

防すること。 

イ剣道では，相

手の動きの変

化に応じた基

本動作から，基

Ｇ ダンス 

(1) 次の運動

について感じ

を込めて踊っ

たり，みんな

で自由に踊っ

たりする楽し

さや喜びを味

わい，ダンス

の名称や用

語、踊りの特

徴と表現の仕

方、交流や発

表の仕方、運

動観察の方

法、体力の高

め方などを理

解するととも

に、イメージ

を深めた表現

や踊りを通し

た交流や発表

すること。 

ア創作ダンス

では，表した

いテーマにふ

さわしいイメ

ージをとら

え,個や群で

緩急強弱のあ

る動きや空間

Ｈ 体育理論 

ア 文化として

のスポーツの意

義について理解

すること。 

（ア）スポーツは

文化的な生活を

営み，よりよく生

きていくために

重要であること。 

（イ）オリンピッ

クや国際的なス

ポーツ大会など

は，国際親善や世

界平和に大きな

役割を果たして

いること。 

（ウ）スポーツ

は，民族や国，人

種や性，障害の違

いなどを超えて

人々を結び付け

ていること。 

ィ 文化として

のスポーツの意

義について、自己

の課題を発見し、

よりよい解決に

向けて思考し判

断するとともに、

他者に伝えるこ
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して、公正に取

り組む，互いに

協力する，自己

の責任を果た

す，参画する、

一人一人の違

いを大切にし

ようとするな

どの意欲を育

てるとともに、

健康・安全を確

保して，生涯に

わたって運動

に親しむ態度

を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

のとれた体力

の向上を図る

ための運動の

計画を立て取

り組むこと。 

(2) 自己の課

題を発見し、

合理的な解決

に向けて運動

の取り組み方

を工夫すると

ともに、自己

や仲間の考え

たことを他者

に伝えるこ

と。 

(3) 体つくり

運動に自主的

に取り組むと

ともに、互い

に助け合い教

え合おうとす

ること、一人

一人の違いに

応じた動きな

どを大切にし

ようとするこ

と、話し合い

に貢献しよう

とすることな

どや、健康・

安全を確保す

ること。 

れらを構成し演

技すること。 

ウ平均台運動で

は，体操系やバ

ランス系の基本

的な技を滑らか

に安定して行う

こと，条件を変

えた技，発展技

を行うこと及び

それらを構成し

演技すること。 

エ跳び箱運動で

は，切り返し系

や回転系の基本

的な技を滑らか

に安定して行う

こと，条件を変

えた技，発展技

を行うこと。 

(2) 技などの自

己の課題を発見

し、合理的な解

決に向けて運動

の取り組み方を

工夫するととも

に、自己の考え

たことを他者に

伝えること。 

(3) 器械運動に

自主的に取り組

むとともに、よ

い演技を讃えよ

うとすること、

互いに助け合い

教え合おうとす

ること、一人一

は，スピードに

乗った助走から

力強く踏み切っ

て跳ぶこと，走

り高跳びでは，

リズミカルな助

走から力強く踏

み切り滑らかな

空間動作で跳ぶ

こと。 

(2) 動きなどの

自己の課題を発

見し、合理的な

解決に向けて運

動の取り組み方

を工夫するとと

もに、自己の考

えたことを他者

に伝えること。 

（3）陸上競技に

自主的に取り組

むとともに、勝

敗などを冷静に

受け止め、ルー

ルやマナーを大

切にしようとす

ること、自己の

責任を果たそう

とすること、一

人一人の違いに

応じた課題や挑

戦を大切にしよ

うとすることな

どや、健康・安

全を確保するこ

と。 

は，手と足の動

き、呼吸のバラン

スを保ち，安定し

たペースで泳ぐ

こと。 

オ複数の泳法で

泳ぐこと，又はリ

レーをすること。 

(2) 泳法などの

自己の課題を発

見し、合理的な解

決に向けて運動

の取り組み方を

工夫するととも

に、自己の考えた

ことを他者に伝

えること。 

(3) 水泳に自主

的に取り組むと

ともに，勝敗など

を冷静に受け止

め，ルールやマナ

ーを大切にしよ

うとすること，自

己の責任を果た

そうとすること

一人一人の違い

に応じた課題や

挑戦を大切にし

ようとすること

などや、水泳の事

故防止に関する

心得を遵守する

など健康・安全を

確保すること。 

 

場所をめぐる

攻防をするこ

と。 

ウベースボー

ル型では，安定

したバット操

作と走塁での

攻撃，ボール操

作，連携した守

備などによっ

て攻防をする

こと。 

(2)攻防などの

自己の課題を

発見し、合理的

な解決に向け

て運動の取り

組み方を工夫

するとともに、

自己や仲間の

考えたことを

他者に伝える

こと。 

(3) 球技に自

主的に取り組

むとともに，フ

ェアなプレイ

を大切にしよ

うとすること、

作戦などにつ

いての話し合

いに貢献しよ

うとすること、

一人一人の違

いに応じたプ

レイなどを大

切にしようと

本となる技や

得意技を用い

て，相手の構え

を崩し，しかけ

たり応じたり

するなどの攻

防をすること。 

ウ相撲では，相

手の動きの変

化に応じた基

本動作から，基

本となる技や

得意技を用い

て，相手を崩

し，投げたりひ

ねったりする

などの攻防を

すること。 

（2）攻防など

の自己の課題

を発見し、合理

的な解決に向

けて運動の取

り組み方を工

夫するととも

に、自己の考え

たことを他者

に伝えること。 

(3) 武道に自

主的に取り組

むとともに，相

手を尊重し，伝

統的な行動の

仕方を大切に

しようとする

こと，自己の責

任を果たそう

の使い方で変

化をつけて即

興的に表現し

たり簡単な作

品にまとめた

りし踊るこ

と。 

イフォークダ

ンスでは，踊

り方の特徴を

とらえ，音楽

に合わせて特

徴的なステッ

プや動きと組

み方で踊るこ

と。 

ウ現代的なリ

ズムのダンス

では，リズム

の特徴をとら

え，変化とま

とまりを付け

て，リズムに

乗って全身で

踊ること。 

(2) 表現など

の自己の課題

を発見し、合

理的な解決に

向けて運動の

取り組み方を

工夫するとと

もに、自己の

考えたことを

他者に伝える

こと。 

(3) ダンスに

と。 

ウ 文化として

のスポーツの意

義についての学

習に自主的に取

り組むこと。 
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人の違いに応じ

た課題や挑戦を

大切にしようと

することなど

や、健康・安全

を確保するこ

と。 

すること、互い

に助け合い教

え合おうとす

ることなどや、

健康・安全を確

保すること。 

とすること、一

人一人の違い

に応じた課題

や挑戦を大切

にしようとす

ることなどや、

健康・安全を確

保すること。 

自主的に取り

組むととも

に，互いに助

け合い教え合

おうとするこ

と、作品や発

表などの話し

合いに貢献し

ようとするこ

と、一人一人

の違いに応じ

た表現や役割

を大切にしよ

うとすること

などや、健

康・安全を確

保すること。 
  

 


